
はじめに

数学Ⅱ常用対数表の力

本校ではー'昨年度から,数学Ⅱにおいて,].クラスをα(発展的なことも扱うコー

ス)とβ(標進的な打ース)の2つに分けて授業をおこなっている。(ただし生徒の

喝主陛を尊重し希望でコースを分けている。)この2二ース展開は,生徒の学力差へ,

0)ーつの対応策として試行しているものである。

今回は,授業の内容はもちろん,この分割授共においても意見交換ができればと老

えた。
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【αコース】

授業の巨的

数学科

今圓は指数対数の単元の最後の学習として,常用対数表を自分でつくるという,教

科書とは少し述う角度から対数を老えるという1受業を試みた。与えられ,使ってきた

数抽けことえぱ10gl。2=03010)がなぜそうなるのか,ということを弩えることで,

指数対数の定茂や,対数の仙●ミ実数であることを実感し,対数の理解が深まることを

目的としている。さらに,近似値で処理をしていくという,これまではあまり扱って

こなか0た実用的な方法を経験することで,誤差についても生徒それぞれが考える機

会となれぱよいと老えた。
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内藤

(αコース)

(βコース)

授業の流れ

2たの桁数を求めるときに、教科書の巻末「常用対数表」から 10島。2=03010

として,答えを導いたが,この数値はどこからきたのか,矧分で求めることはできない

のか,いう1謝題提起をおとなった。鹸初は全くアイディアがあがらなかったため,

2山詩 1024 より 21゜立〒103 であることを用いて 10gl。2=0.3 であることを導いた。

あくまで近似値であることに注意しつ0も,納得できたのかを確認し,

このアイディアをもとに,「10gl。3,10島。4,10島。5,・・10gl。9 の近似値を求め

る」という作業をおこなった。
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予想どおり生徒にとって簡単ではなか0たようだが,生徒同士相談したりしながら

意欲的に取り組んでいた。誤差をできるかぎり少なくしようしたり,誤差をうまく利

用して計算を簡単、にしようとするなど,生徒自身の工夫,試行錯誤する様子が多く見

受けられた。

計算のポイントを孫持忍しながら結果の確認を船こな0た。

さらに,結果をながめ,10gl。7 を求める際の,ヂ= 50 と 7'= 2400

を利用する際にっいてとりあげ,どちらも 1違うだけであるが,どちらの方が誤差

が少ないのか?それはなぜか?などという問いかけをおこない,誤差について考えさ

せた。生徒は感覚としてはスムーズに理解できているようであ0た。

次に求めた値を用いて, y=10gl。χのグラフを点をプロットしてかく作業をおこ

なった。値は近似値であるが,十分にきれいなグラフがかけることに生徒は焦ξいてい

た。グラフを眺めた後,最初の問題 2胎=100・碑 XI021 について思い出し,発展

問題として 272 の最高位の数が何か闇いかけた。この問題は,入試問題などでもとり

あげられるような内容であるが,予想以上にスムーズに生徒から答えがでてきたこと

は●喜しいことであり,グラフの効果を確認できた。

「2nの上2桁の数を求める」ことを宿題にして授業を終了した。

【βコース】

授業の困的

抽象的な老え方がほとんどの時期に本来の数の仙Υ)感覚・必要注を実感し,対数,

を身近にそして楽Lめるようにしその後の発展・意欲につなげていきたい。,

授業の流れ

桁数の大きな数を扱う際に対数が有効であることは既習であるが,23'と3N の大小

をぢぇるために必要なものを灣えた。この2数は最高位の数を考えやすいように汚,

應した。

桁数が異なれぱ大小は明耐'なので 10"・,<2引く1げとなる自然数πを見つける。

の際,10gl。2の値が必要となることに気づき,一斉に巻末の表を見ようとするが,表

・で表すために対数関数と記号 10gを用いず考えることと司、る。ι广=h を χ=

を導入したことなどを確認しっつ,21゜= 1024 と 1024= 1000 から 10gl。2 = 0.3 とし,

これを用いて 34 =80 から 10gl。3 を求める。さらに大小のみでなく最高位の数から2
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数の差もおえられるが,直前に求めた 10gl。2や 10゜'5 の意味,、ることなどを確認しな

がらの作業とした。

続いて 10&。4 から 10gl。9 までを 2~3■の班に分力寸じぐ求め, My 常用対数表を

作る。10&。7 が難しいが,班員で相談しながら導いた。与えられた淡の値を鵜呑みに

せずまたそもそも巻末の表も近似値で表がなくても自力である程度は老えられる,,

ことなどを理解したようである。表を与えられなくても,導出した値の正誤の見当は

つけられる力につなげたい。
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研究協議【a ,βコース合同1

10gl。2=03という近似値から始めたごとへのご指摘や感想、が多く,活発な意見交

換となった。

①=の使い力がわかりにくい。生徒が混乱する。

②普通は不等式での評価である。

③近似評価することとわかりやtさは同値ではない。

④理科より厳密な評価が要求されるのが数学である。

⑤近似値を元にしたグラフから結論を得ることはおおざっぱではないか。

ほかには次のような晃騨思・提案・指導例をいただいた。

①実際の値を実感できない例として

^をグラフ,.1二にブロットできない(確率)> 1,

2

② 2引と3叩の比較では109=10億と曾い換えるとよい。たとえぱ 25一が=32-16

でなく25 =2×24と意識,式の意味と数の大きさをりンクさせる。

生徒の様子・授業の雰囲気について

①教員との信頼関係が良い。

②常用対数表を作る際グループで協力できている。気軽にグループ活動をとり

いれている。

③菩f生からグループ活動を取り入れているのか。(担当者から(以下伺様)α口ー

スではまずは一人で。その後窯然に相談tることはある。)

④生徒に発表させると授業時賜をとられるのではない小。(生徒の解容を引用,

コビー,配布して発表に代えることt、ある)

⑤自主的に敗川掘むことが徹底されている。



⑥生徒のりアクションが良いので教員の意欲も上がる。

これについて

指●する必要がないので時間のロスがない,即答できる学力の高さ,人数の少な

さ,男女別学に起ほ1か等のビ意見もあ0た。(少人数のため生.徒の解いたものを

添削する際の負担が減り,個別対応もできる)

⑦板書の分量が少ないため,生徒が苦える時朋をとれている。(証瞬の時など板

書は多いがポイントのみかいて行'間は生徒に埋めさせ,あとで答え合わせ等の工

夫をする)

常用対数というテーマについて

①常用対数は道具というだけでなく,実際の数に着目tると面惚い。

②グラフに目を向ける良さがある。

③対数表を自分で作ることがおもしろい。既習の計算法則や最高位の数まで触れ

られる。

④ IK'm =1000揃,1k'B =1024召という導入から近似の導入をしたことがおもしろ

、、

⑤常用対数の授業数1.5時闘のみでは少ないのではないか。(Mathema峨Caなどの

数学ソフトで近似の値との誤差を素昂、く見せられる,演習プリント・添削など

でケアtる)

⑥生徒からでた10島。30を利朋L,失敗する過程を見せてもよかった。

⑦ 10劃。3を四捨五入tるという発想でもよかったのではないか。

常用対数の評価の仕方について

① 2Ⅲからyを発想させるためのヒントを与えるのが昂.かったのではないか。

64 、..、_
② 10gl。7を10gw一とするなどの発想も紹介してはどぅか。 本時の方針では累乗- J【:"、 11

にとらわれ寸ぎてしまう危朧感がある。
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おわりに

研究1窃議の際に,「この内容を授共で弌00てみたい」という方が数名いらっしゃり,

嬉しいことであった。その後のことなどを,ぜひ愆見交換できれぱと思っている。

また,近似値を前面に出したことに対して',厳密・除を重視する数学では,不等式で

扱う方がよいというご意見がやはり多かった一方,理科の教員からは,(研究協議の

場ではなかったが)まったく問延ないように感じた,といシ慧見もあった。実際の研

究の場で,対数の値などを扱う際は近似値を用いているためである。理科と数学との

ギャップを改めて感じたが,このギャップをもう少し深く追究し,理解することで,

今回の授業もより嘉陣是のあるものになると感じている。

また,生徒との信*動捌係の良好さが,授業全体の進め方に寄与しているという晃U課

を多くいただいたが,添削や机間巡視のきめ細かさなどが信頼につながっていると考,

えられ,学力蓮への対応として少人数クラスが有効である根拠のーつと,思われる。
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